
地域活動の情報満載。
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ボラナビ第5号です。

ボラナビが創刊されたのは8月、早いもので 12月 ももう終わりです。

来年もボラナビをどうぞよろしくお願いします。

今月号はこれまでボ集で掲載させていただいた方のお便りを
ご紹介したいと思います。
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▼
絵

が

と

て
も

か

わ

い
い
の
で

毎

号

と

て
も
楽

し

み

に
し

て
い
ま

す

。
ボ

集

の

中

に
小

さ

く
ボ

ラ
ナ
ビ

ス
タ
ッ
フ
の
方

が

そ

の

方

に
お

会

い
し

た

感

想

な

ど

を

載

せ

ら

れ

て
い

る

の
が

伝

わ

り

や

す

く

て
い
い
と

思

つ
て
み

て

い
ま

す

。
応

援

し

て
い
ま

す

。

▼
こ
う

い

っ
た

活

動

は

、
も

っ
と

広

が

っ
て
い

く
べ
き

事

な

の

で
、

継

続

で
き

る
方

法

を

見

出

し

、
頑

張

っ
て
欲

し

い

で
す

。

鶉

炒

躙

晰

▼
ス
タ
ッ
フ
の
皆

様

い

つ
も

懸

命

な

活

動

ぶ

り

に
感

謝

し

て
お

り
ま

す

。
運

営

上

大

変

な

こ
と

と

察

し

ら

れ
内

心

、
毎

号

毎

号

に
何

か

ド

キ

ド

キ

と

い

っ
た

心

境

で
読

ま

せ

て
頂

い
て
お

り

ま

す

。
ボ

ラ
ナ
ビ

の
縁

で
来

て
頂

い

て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
さ

ん
お

二
人

は

大

変

よ

い
方

で
い
つ

ま

で
も

…

。
と

思

っ
て
い
ま

す
が

ど

の

よ

う

な

事

情

で
来

て
い
た

だ

け

な

く

な

る

か

も

分

か

ら

ず

、
も

し

そ

の
よ

う

な

こ
と

に

な

っ
て
も

ま

た
ボ

ラ
ナ
ビ

さ

ん

に
お

願

い
し

よ

う

と

思

っ
て
る

私

に
は

是

非

存

続

を

切

に

願

っ
て
お

り

ま

す

。

ご
≪
肘

可
ｒ
”

▼
地

域

の
情

報

を

載

せ

た

フ
リ

ー
ペ
ー
パ

ー

を

作

ら

ね

る

と

い
う

こ
と

で
、
大

変

す
ば

ら

し

い
と

い

つ
も

職

員

を

含

め

ス
タ

ッ
フ
が

感

謝

し

て
お

り

ま

す

。

配

付

先

も

豊

富

で

、
正
直

、
自

分

た

ち

の
力

で
は

少

し
厳

し

い
面
も

あ
っ
た

の

で
、
こ
の
よ

う

な
情

報

誌

に
載

せ

て
い
た

だ

い
て
、
広

範

囲

の
地

域

の
方

か

ら

の
問

い
合

わ

せ

が

あ

り

、

大

変

嬉

し

く

思

っ
て
い
ま

す

。

こ
れ

か

ら

も
ボ

ラ
ナ
ビ

が

ず

っ
と

発

刊

さ

れ

続

け

る

こ

と

を

願

っ
て
い
ま

す

。
ス
タ

ッ

フ
の
み
な

さ

ん

も

お

体

に
気

を

つ
け

て
が

ん
ば

っ
て
下

さ

鱚 亀
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●
▼
い

つ
も

お
せ

わ

に
な

っ
て
お

り
ま

す

。
発

行

の

前

に

原

稿

の
確

認

を

さ

せ

て
頂

け

れ
ば

幸

い
で

す

。
こ
れ

か

ら

も

よ

ろ

し

く

お

願

い
い
た

し

ま

す

。

も

亀

鶉

▼
創

刊

号

に
募

集

の
掲

載

を

さ

せ

て
頂

き

ま

し

て

、
誠

に
有

難

う

こ
ざ

い
ま

し

た

。
思

っ
て
い
た

以

上

に

問

い
合

わ

せ
が

あ

り

、
嬉

し

い
悲

鳴

で

す

。

今

ま

で

「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
し

た

い
」
と

思

い
な
が

ら

、
行

動

に
移

す

ま

で
に

、
「
ど

う

い
う

手

続

き

を

し

た

ら

良

い
の
か

？
」
な

ど

、
疑

間

を

持

っ
て

い
た

方

々

に
と

っ
て
、
こ
の

「
ボ

ラ
ナ
ビ

」
の
存

在

は

も

の
す

こ
く

大

き

な

も

の

で
あ

る

と

思

い

ま

す

。

「
ボ

ラ
ナ
ビ

」
編

集

者

の
皆

さ

ん

、
大

変

だ

と

思

い
ま

す
が

頑

張

っ
て
く

だ

さ

い
。

Ａ
〉

Ａ
笞
　

雛
颯

▼
手
作
り
の
雑
誌

の
感
じ
が
し
、
興
味
が
沸
き

ま
す
。
今
度

、
具
体
的
な
活
動
風
景

（例
え
ば
、

写
真
な
ど
を
使

っ
て
）
を
載
せ
る
と
、
も
っ
と
良

く
な
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
一
般
の
人

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る
イ

メ
ー
ジ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
人
の
感

想
な
ど
を
交
え
る
と
、
多
様
性

の
あ
る
紙
面
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

▼
ボ
ラ
ナ
ビ

の
部
数
は
も

っ
と
多
く
て
も
大
丈

夫

で
す
。
病
院
内
３
、
４
カ
所
に
置
い
て
い
ま
し

た
が
皆
さ
ん
も
っ
て
い
か
れ
る
の
が
早
い
で
す
。

前
号
の
ボ
集

で
４
名
の
方
の
問
い
合
わ
せ
が
あ

り
、
う
ち
３
名

の
方
が
現
在

（
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
）
研
修
を
う
け
て
１
１
月
中
頃
か
ら
本
格

的

に
活
動
に
入
ら
れ
ま
す
。
そ
の
中
の
お

一
人
が

藤
沢
市
か
ら
引

っ
越
さ
れ
て
き
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
た
い
と
思

っ
て
い
た
が
ど
こ
で
分
か
る

か
知
ら
ず
、
手
に
し
た
ボ
ラ
ナ
ビ
を
見
ら
れ
て

電
話
さ
ね
た
そ
う
で
す
。
Ｔ
∨
局
か
ら
も

「
ボ
ラ

ナ
ビ
」
効
果
を
聞
か
れ
ま
し
た
が
発
行
さ
れ
て

間
も
な
く
て
問
い
合
わ
せ
が
な
く
そ
の
後
す
ぐ

に

一
人

の
方
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
入
り
す
れ
違

い
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
宣
伝
し
広
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

▼
研
修
会
な
ど
で
区
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
公

共
の
建
物
を
使
う
場
合
は
、
使
用
の

一
ヶ
月

前
か
ら
の
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。
可
能
で

し
た
ら
、
掲
載
原
稿
の
締
切
を
発
行
の
３
週

間
前
ま
で
す
ら
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
…
幸
い

で
す
。
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▼
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
定

義

と

い
う

こ
と

に

関

係

す

る

こ
と

な

の
で
し

ょ
う

が

、
共

感

性

と
継

続

性

を

特

に
求

め

て
い
ま

す

。
参

加

希

望

の
中

に

、

そ

の

こ
と
が

欠

け

て
い
る

と

見

受

け

ら

れ

る
人

も

お

り

大

変

残

念

な

こ
と

で
し

た

。
「
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
な

ら

な

ん

で
も

い
い
」
「
面

白

く

な

か

っ
た

っ
た

ら

す
ぐ

辞

め

る

」
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
同

士

の

コ
ン
ペ
を

重

視

し

て
い
る

。
」
と

は

っ
き

り

口
に

出

す

人

も

お

り
ま

し

た

。
こ
う

い
う

事

情

は

他

の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
組

織

に

も

あ

る

こ
と

と

考

え

ら

れ

ま

す

。
そ

の
あ
た

り

の
意

識

改

革

み
た

い

な

こ
と

を

促

す

こ
と
が

誌

面

に
載

れ
ば

と

思

い

ま

す

。
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▼
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動

し

て
い
る

方

に
対

し

て

の
情

報

誌

が

出

来

た

と

い
う

事

は

と

て
も

喜

ば

し

い
事

だ

と

思

い
ま

す

。
特

に

、
私

共

の
よ

う

な

精

神

障

害

者

に
対

し

て
の
ポ

ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん

は

本

当

に
少

な

い
の

で
、
こ
れ

か

ら

も

協

力

お

願

い
し

ま

す

。
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ここに掲載されている

書情報は、日時、場所などが

変更になることがありますので、

事前に書運緒先まで確認して

下さい。

●本文カット:タケダミヲ

(ボラナビスタッフ)

機器移送ボランティアボ集

「

工
．１
し

●内容 :東札幌病院「ボランティアいずみ」では
月2回 、患者さんとご家族のみなさんの夜間の楽し
みのために、ミニンアタ~での「ビデオ上映会」
を行っていますG上映には、その都度「ふれあい

会館」より「ビデオプロジェクター」をお借 りし
ています。そのビデオプロジェクターの借受・返
却を、車で移送していただけるボランティアさん
を探しています。(普通自動車免許が必要)

●日時 :借受 月2同 水曜日
(PM5:00ま での間に)

返却 月2回 翌日の本曜日
(PM5:00ま てもの1間 に)

●移送区間 :ふ れあい会館(白 石区本郷通3丁 日南
4-2)東札幌病院

(白 石区東札幌3粂 3丁 目)の 間
●連絡先 :東札幌病院ボランティアルーム

TEL 011-812-2311(内 線464)斉藤
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学生ボランティアボ集

●内容 :障害をもつ方々や子供たちと出会い、

その方や家族の要望に合わせて、

遊んだり出かけたりする活動をしています。

活動は、主に家庭への訪問活動 と、レクレ~ン

ョン活動 (海水浴、クリスマス会等)ですc現
在の活動の状況は、依頼のある会員さんは5才

～30才。週 一回程度の訪間活動 ;最 低月2日程 )

です。買い物 した り、大通公園でブラ ブラした

り、カラオケにいったり、

映画を見たり、絵本を読んだ り、踊ったり、

折 り紙 したり、いろんなこと一緒に楽 しめたい

いいな。と思っています。

その他、月2回 の例会、ヘルパー通信の作成など

も行っています。

平 日の日中にあき時間のある方、

大歓迎 します。

●連絡先 :社団法人札幌肢体不 自由児者

父母の会

〒060-0008札幌市中央区北8条西23丁 目
イベール823

T｀ EI_′ 011-622-8664 ・ 622-5006
ボランティア担当・白鳥

り
、θ

1
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社交ダンスのお知 らせ

●内容:「 スターダンス」では、毎月第3土 曜日、いろんな障害
を持った人達と健常者とが、社交ダンスを通して交流の輪
を広げております。学生、ダンスフアンの皆様に参加、協力を
求めております。新しく踊って、つないだ手が大きな輪になり
ますようにG

●日時:毎月第3土曜日

中央区民センター(南 2西 lo)午後6時 8ヽ時30分まで
●会費i300円

●連絡先:星 野 TEL 011_561-1744

女

婆
子
ん

球・

:

言

アさ

,t'

人

tト

おいで !ボ ランティア 1 1

●内容 :こ んにちは 1            ●連絡先 :坂内洋士 TEL 854-8682
私は、36歳の (も うす ぐ37歳ですが)オ ニイサ 白石区栄通16丁 目3-28南 ハウス102
ン、坂内洋士です。この12月 から札幌で一人暮 (最寄駅は南郷 13丁 目駅 と南郷18丁 目駅です)しを始めることになりましたc私 は脳性小児マ ●ボランティアからひとこと
ヒでひとりでは出来ないことがたくさんあ りま 坂内さんのところにはいろんな大学、専門学校す。そこで、私の一人暮 しのお手伝いをしてく から学生が集まってきています。たくさん友達れる方、大ボ集 |!             ができて楽 しいし、坂内さんもオモシロイ人で
初めての方にもきちんと説明するので、安心 し す。福祉系の学校 じゃない人もいますcだからて来て下さい。1日 に3時間程度、都合の良い日 介助経験のない人でも大丈夫 |!
でいいので、時間の空いている方ヽ笑わせて く 学生さんだけではなく、「ちょっと、やってみれる方、是非、ご連絡 ください !       たいなあ」 という方、ぜひぜひ連絡下さいね !

夜9時 以降にお電話 ください。
遅 くても構いません。

おヽ願いします。

伝いに来ていただけませんか。女性の方 (で き
れば学生 さん)に きていただきたぃと思いま
す。よろしくお願ぃ します。
●日時 :毎週月、土、日、祝 日の16時 ヽ18

時。都合のよろしい時で結構です。
●場所 :地下鉄東豊線豊平公園駅出口 1番 より
歩いて 7分。市営バス平岸 3条 1丁 目より徒歩
1分。

●連絡先 :011-833-8993(戸 松)13時 から19時
の間にお電話下さいc

☆ボラナビスタ ソフょり
11月 から一人暮 らしを始めた、秋田出身の明る
い女性です (50歳 )cた だ、ここ数 日は体
の具合が悪 く、とても辛そうで した。実家に里
帰 りに来る気分で、気車」Kに 来て下さい。

●内容 :身 体が不目由なので、日常の軽いお手

月・土・日

′

千

う

′
′″f

餅蒻
・°も` ドヾヽ



レインボ…・ フェスティバル ボランティアボ集

●内容 :レ インボー・フェスティバル(第42回札

幌市特殊学級・特殊教育諸学校作品展示即売会)

は、障害のある子供たちの作品を展示します。ま

た、小・中学校や高等養護学校の子供たちが生活

単元学習や作業学習で心を込めて作った製品を販

売します。カセットケース、台、布巾、エプロン、

筆立て、便箋、カレンダー・̈ 。毎年、市民の皆様

に御好評をいただいています。

展示と販売品の整理を手伝っていただけませんか。

●日時 :1999年 2月 19日 (金)～ 23日 (火 )

10:00～ 18:00の 間で、1回 2～ 3時間程度

●会場 :JR札幌駅西通北ロコンコース

●申込方法 :はがきに、住所、氏名、性別、年齢、

職業、電話・FAX番号を記入の上、下記までお送

り下さい。宛先〒003-0029札幌市白石区平和通8

丁目柏丘中学校内 札特連事務局(1999年 2月 1日 (月

)必着)折 り返し、ご希望の日時をお問い合わせし

ます。

●主催 :札幌市特殊教育連盟

●お問合せ先

札幌市特殊教育連盟事務局

TEL 861-9211・ FAX 861-2391

介助及び遊び相手のボランティアボ集

●内容 :10才 の男の子 (養護学校通学中)です。

帰宅後 (3時 以降、夜間で も)、 又は土 ・日の

日中など、母親の介助のお手伝いや、遊び相手

をしていただける方、ボ集 してます。

お話はできませんが、コミュニケ~ン ヨンはと

れます。遊ぶの大好 きです。

●連絡先 :大渡さん 西区西野4条5丁 目6-25

TEL/FAX 011-665-5187

●備考 :交通費支給します。

ヽ

染色に興味のある方ボ集

●内容 :私 は西区に在住する重度の脳性麻痺

です。自宅で、はた織 りをしてコースター等

を製作 しています。はた織 りで使用する糸は

自然の物 (玉ねぎの皮、マリーゴールドの

花)で染めています。染色を手伝って頂ける

方をボ集しています。

●日時 :木、土、日曜日 PMl:30～ 5:00

●連絡先 :札幌市西区山の手2条2丁 目3-1

道営住宅1棟2号室 高橋砂恵子

TEL 011-644-6053

●備考 :1ケ 月に1～ 2回程度 2～ 3人一組で

す。交通費は負担します。
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ンティアボ集

●内容:障害のある子供たちが将来地域での社会
活動に積極的に参加していくために、今どのよ

うな支援をし、何を育てていかなければならな
いかを、特殊教育に関心をお持ちの皆様と共に

学ぶことを目的に大会を開催します。 (2月 5

日)そ こで、運営を支えて下さるボランテイア

をボ集します。(受付、書籍販売の補助)

●日時:1999年 2月 5日 (金)9:00～ 14:30

●会場:札幌市社会福祉総合センター(中央区大

通西 19丁 目)

交通機関:地 下鉄東西線・西18丁 目駅下車

市営バス「長生園前」・JRバス「北 1西 20」 下車
車の方は、周辺の民間駐車場を

ご利用ください。

●申込方法 :は がきに、住所・氏名・性別・年齢・

職業・電話またはFAX番号を記入の上、

下記までお送り下さい。宛先:〒 003-0029札 幌市
白石区平和通8丁 目柏丘中学校内札特連事務局

(締切 り:1999年 1月 18日 (月 )必着)

●お問合せ先 :札幌市特殊教育連盟 事務局
TEL 861-9211・ FAX 861-2391

●備考 :昼食を用意させていただきます。 _

4ri'dr<"* o

● ヽヽ

０
　
　
０

●  `、ヽ15

｀`レ

ヽ
Ｊ
′

∠
じ

入浴サービスのおヨ|ヨしヽをしてくれるボランティアボ集

●内容 :福寿湯では、2月 から、在宅で入浴す

ることが困難な高齢者や障害を持っている人を

対象に入浴サービスを開始 しますが、お手伝い

して くれるボランティアをボ集 しています。ホ
ームヘルパー2級・3級課程を修了 している方大

歓迎です。 (し てもらう内容 :衣服の着脱また

は入浴介助 )

●日時 :週 1回 月～金曜日 (週 によって曜日時
間が異なりますので、月1,2回 でも構いません)

(10:00～ 11:30)ま たは(13:00～ 14:30)

●集合場所 :福寿湯 (東区北21条東8丁 目2-12)

●連絡先 :札幌市東区社会福祉協議会
TEL 741-6440(電 話で申し込んでください

)

ゴミ捨てさんボ集

●内容 :27歳の女性です。脳性マヒによる筋力低下

と早朝の身体のこわばりがあり、ゴミ袋を持って雪道

を歩くとき、転倒の危険性があります。同じアパートに

知人もなく、社協などに地域で協力してくれるボラン

テイアの紹介をお願いしましたが、見つけることができ

ませんでした。雪が解けて道路が安全になったい、自

力でがんばるつもりです。どうぞよろしくお願いします。

●場所 :豊平区美園1条 8丁目

●日時 :12月 ～3月上旬の間 朝8時～9時

●連絡先 :札幌市幸栄の里在宅介護支援センター

(担当 ソーシャルワーカー吉岡)

TEL857-6110 FAX853-7734



ウィンタースク…ルのボランテイアボ集

●内容 :私 た ちの子 供会 は地域 を問 わ

ず 、無理 をせ ず 、障害 を持 ってい る子供

た ち と共 に、健 常 児 と障害 児 の交流 に主

目的 をおい て楽 しく年 間活動 を進 め てい

る子 ども会 です。今 年 5月 よ り会員 の学

齢 障害 児 の ため に放 課後 活動 を開始 し、

併 せ て長期休 暇 中の活動 を支援 す る 目的

で夏 ・冬休 み 中 に も行事 を開催 してい ま

す。今 回の ウ インター ス クール に参加 ・

協 力 してい ただけ るボ ラ ンテ ィアの方 た

ち をボ集 してい ます。

● タイ トル :フ レンズ ・ フューチ ヤー こ

ど も会第 2回  ウ ィンター ス クー ル

● 日時 :1999年 1月 11日  10:00～ 15:00

12日   10:00ヽ  14:00

●場所 :ま こまない明星幼稚 園 (南 区真駒

内泉 町 2丁 目1-6)

地下鉄 真駒 内駅下車  徒 歩 5分 程 度

● 日程 :1日 日 午前 ・真駒 内屋 外競 技場

にて体験 学 習 (ス ケー ト・ソ リあそ び な ど

)午 後 ・園舎 内 にて図画 、工作 、 その他 各

児童 に合 わせ て

2日 目 午前 ・親子 で楽 しむ参加 型 コ ンサ

ー ト昼食 交 流 会

●主催 :フ レンズ ・ フューチ ヤー こ ど も

会後援 ・まこ まない明星幼稚 園

●連絡先 :代 表 ・石 黒恵子 TEL/FAX
011-581-7972
● ボ ラ ンテ イア保 険 :必 要 (自 己負担

300円 )当 方 で手続 き します。

●備考 :昼 食支給 、交 通 費 の一部支給

(一 律 )体験 学 習付 き添 い に必 要 な費用

は こ ど も会 で負担 します 。

通院送迎ボランテイアボ集

やす らぎ会」では、高齢者で身体的理由により

通院困難な人を通院送迎 して頂 く方をお願いい

たします。車両はボランティアの自家用車・運

転免許取得後、 3年以上を有 している方で任意

保険に加入 していることが条件でお願い したい

です。

●日時:ボ ランテイア活動の可能な日・時間を

事前に登録 していただき、利用者 と調整のうえ

活動 します。介助料・燃料費は 1時間単位で利

用者から実費で寄付 して頂 きます。

概ね 1時間～ 2時間程度です。

●連絡先 :西 区宮の沢 3条 3丁 目21-33メ ゾンド

ルチェ宮丘公園407号

サポー トハウス「やす らぎ会」代表 高井 隆雄

TEL 011-666-2383
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は
じ
め
ま
し
て
！

私
は
１
０
才
、
２
才
半
の
二
人
の
女

児
の
母
親
で
す
。

先
日
、
は
じ
め
て
近
所
の
生
協
で

「ボ
ラ
ナ
ビ
」
を
見
つ
け
、
自
宅
に

持
ち
帰
り
、
読
み
ま
し
た
。

私
自
身
、
第
二
子
が
お
腹
に
い
る

時
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
で
は
な
い

の
で
す
が
、
御
近
所
の
方
に
本
当
に

御
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

今
は
、
誰
か
に
そ
の
恩
返
し
を
出
来

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

只
今
、
手
話
の
勉
強
中
で
す
。

小
さ
な
子
供
が
い
て
も
何
か
お
手
伝

い
が
出
来
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

（厚
別
区
の
女
性
か
ら
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
）
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ひとりだちへのぼうけん～
ゆきこんこんたんけんたい
親子で雪で遊び、日高の冬を楽 しもう :

ヽ

ゝ

● 内容 .ゆ きこん こんたんけんたい、
ア イスキ ャ ン ドルづ くり、 ア イスク リームづ く り、
チ ャ レンジそ り遊 び、チ ャ レンジ基地づ くり、大 ぞ り
ス ノーモ ー ビル体験 の他 、 もちつ き、

野外 で のパ ーテ ィな ど楽 しい催 し物 が

い っぱいあ る よ。

●趣 旨 :低 学年 を持 つ親子 に よる冒険 的 な雪 中活動 や

冬 山での非 日常 的 な生活体験 を とお して、親子 の共 同

体験 に よる活動 の達成感 を味 わ うと共 に、冬 の 自然 の

厳 しさや素晴 ら しさを実感 し、低年齢 の子 供 と親 の交

流 をはか る 3

● 日程 :1999年 1月 7日 (木 )～ 10日 (日 )3泊 4日

●場所 :国 立 日高少年 自然 の家

●定員 :40名

●対象 :小 学 1年 生 ～小 学 3年 生 と

その親 (父 親 の参加 も期待 してお ります )

●参加 費 :子 ど も 8,000円  大 人 9,Ooo円

(全 食事 代 、保 険料 、その他諸経 費 )

● 申込 み :電 話 またはFAXで お 申 し込 み くだ さい。

定 員 にな |,次 第締 め切 ります。

●連絡 先 :国 アヽ:日 高少年 自然 の家 事 業課
〒079-2315 沙流郡 |」 高 町官 岡

TEL 01457‐ 5-231l FAX 01457-6-3934
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マングローブパネル展 &カ レングー リサイクル市

● 日時 :平 成 11年 1月 5(火 )～ 6日 (水 )10:00～ 15:00
●場 所 :マ ングロー ブ展 、 カ レンダー リサ イ クル市 は ともに
かで る2'7 1階 展 示 ホール (札 幌市 中央 区北 2条 西 7丁 目)と
財 団法 人札 幌 国際 プ ラザ  コ ンベ ンシ ョンホール にて行 われ ます。
(札 幌市 中央 区北 1条 西 3丁 目MNビ ル 5階 )

● 内容 :現 在環境 問題 で取 り上 げ られ てい る 「マ ングローブ」 (ォ ヒルギ ・メ ヒルギ ・

ヤエ ヤマ ヒルギ な ど)イ リオモ テで撮 影 した写真 パ ネル展 とカ レンダー ・手 帳 の リサ イクル

販 売 を とお して森林 資源 の保 護 に活用 され ます。

●問 い合 わせ先 :財 団法 人 札 幌 国際 プラザ

札 幌市 中央 区北 1条 西 3丁 目 札 幌MNビ ル3階
TEL:011-211-3675 FAX:011-232-3833

0 ′メg

0
O

ホ
事

`b `

矛 矛
汁



qル

《Zp

「阪神大震災4周年 神戸を忘れないで」

《菫》
涌嶋克己原画展

阪神大震災復興 ドキュメン ト 「野田北部 ・鷹取のびと」第 9部上映

青池憲司監督 ・ビデオ・53分 ・1998年

●日時 :1999年 1月 17日 (日 ｀AM10:30～  800円

●場所 :シ アターキノ (札幌市中央区狸小路6丁 目南 3条 グランドビル2F
●問い合わせ :011-231-9355 (中 島 洋 )

第 9部では、復興を願って海外からも応援が駆けつけた96年秋の

「L界鷹取祭」や市と市民の街づくりの話し合い、そして2周 年の1月 17日 に

祈りを捧げる被災者等を中心に「住まいや店舗に仮設住宅はあっても、

人の生に仮りの人生はない」再生の道に進む人々が描かれる。

※入場料の全てはこの映画の製作資金に寄付いたします。

●復興支援「カッツくん」涌嶋克己原両展

12月 下旬より1月 中を予定 |キ ノロビー ,

震災被災地の障害者を支援するTシ ャッのキャラクター「ガ ンツくん」で知 られる

神戸のイラス トレーター涌嶋さんの原画展。同時に震災関連 ビデオや書籍の展示、

涌嶋さんの画集「生 き物みんな友だち」や復興応援グッズの販売 も行いますc

精神保険ににかかわる
ジョイフルセミナー

あなたのための
開催要綱

第 21回 北家連札 幌地域 家族大会・全家連東北北海道プロックサミット会議 ジヨイント事業

●日時 :平 成 11年 2月 1日 (月 )午 前 11:00～ 午後4:00

会場 :ホ テルポールスター札幌 (北 海道庁前・北 区北 4条 西 6丁 目)

セミナープログラム (受 付  9:30～ 10:00)
▲ 第一講座  lo:oo～ 12:00
「これだけは知っておきたいメンタル・ヘルスと最新精神 医療」

講 師 小 山 司先生 (北 海道大学医学部付属病 院精神・神経科教授 )

(昼 休み 12:00～ 13:00)
▲ 第二講座  13:00ヽ 14:30
「これだけは知っておきたい精神保健福祉 法の問題 点」

～保護者制度はなぜ撤 廃すべ きなのか～

講 師 池原 毅和先生 (財 団法 人 全 国精神 障害者 家族 会連合 会常務理事・弁護士 )

▲ 第二講座  14:40ヽ 15:40
「こんなことありました… 当事者の体験発表」

(閉 会式  15:45～ 16:00)
●受講料 :一 人2000円  t但 し定員制有 り(申 込み先着順 150名 迄 )

(尚 、昼食弁 当を予約される方 はlo00円 別途前納して頂 きます c)

●主催 :社 団法 人 北 海道精神障害者家族連 合会 精神 障害者社 会復帰サポートセンター

●主管 :北 家連札幌地域協議 会

●申 し込 み締 め切 り:平 成 11年 1月 20日 (水 )

●連絡先 :〒 060-0808 札 幌市北 区北 8条 西 6丁 目松村 ビル5階

TEL・ FAX 011-756-0822  北家連ジヨイフルセミナー企画部
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●内容 :ビ デオ上映「あなたを待ってる

人がいる_を 上映 します。

骨稚ツヽンクについての解説・質疑応答 も

ら ,,|ま 丁]お 気軽に御来場下さい.

入場無料サ

●日時 :1999年 1月 19日 (火)18:30～
●場所 :札幌市社会福祉総合センター

3F・ 第二会議室

(札幌市中央区大通西19丁 目)

地下鉄東西線 西18丁 目駅下車

●主催 :北海道骨髄バ ンク推進協会

●お問合せ :TEL 011-846-1730
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Ｃ
Ａ
は
、
青
少
年
の
育
成
を
目
的
に
、
子
ど
も

の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
キ
ャ
ン
プ
を
開
い
た
り
、
学
習

障
宝
届
んに
学
習
を
指
導
す
る
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

イ
ギ
リ
ス
が
発
祥
で
今
で
は
世
界
各
地
に
広
が
り
、
北

海
道
に
は
札
幌
、
北
見
と
帯
広
の
３
カ
所
に
あ
り
ま
す
。

北
海
道
で
の
設
立
の
き
っ
か
け
は
、
ク
ラ
ー
ク
博
士

に
学
ん
で
い
た
人
た
ち
か
ら
で
た

「Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
を
作
ろ

う
！
」
と
い
う
声
だ
っ
た
と
か
。
作
ら
れ
て
か
ら
、
も

う

１

０

０

年

以

上

た

ち

ま

し

た

。

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
を
支
え
て
い
る
の
は
、
５
０
０
人
ほ
ど
の

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
さ
ん

（有
給
ス
タ
ッ
フ
は
３
０
人
ほ
ど
）

で
す
。
北
大
、
教
育
大
、
藤
女
子
大
な
ど
い
ろ
ん
な
と

こ
ろ
の
大
学
生
、
短
大
生
、
専
門
学
校
生
等
が
参
加
し

て
い
て
、
毎
週
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
き
、
子
ど
も
達
に

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
企
画
を
考
え
た
り
勉
強
会

を

開

い

た

り

し

て

い

ま

す

。

★
ボ

ラ

ン

テ

イ
ア

の

学

生

さ

ん

よ

り

〓
百

☆

僕
は
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
中
で
、
野
外
活
動
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

リ
ー
ダ
ー
を
や
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
、

一
年
を
通
し
て
、
毎
月

一
回
札
幌
近
郊
で
ア
ウ
ト
ド
ア

を
し
た
り
、
夏
休
み

。
冬
休
み
に
は
キ
ャ
ン
プ
や
ス
キ

ー
も
し
て
い
ま
す
。
最
初
は
ビ
ラ
を
見
て
、
普
段
で
き

な
い
経
験
に
興
味
を
持
っ
て
参
加
し
た
の
で
す
が
、
実
際
、

子
ど
も
た
ち
や
い
ろ
い
ろ
な
大
学
か
ら
集
ま
っ
た
多
く

の
リ
ー
ダ
ー
ス
タ
ツ
フ
な
ど
幅
広
い
年
齢
層
の
方
々
と

ふ
れ
あ
う
機
会
も
多
く
、
こ
の
活
動
を
通
し
て
い
ろ
い

ろ
な
面
で
自
分
自
身
が
成
長
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
と

て
も
楽

し

い
の
で

一
緒

に
活
動

し
ま
せ
ん
か
。

（北
大
法
学
部
２
年
。
リ
ー
ダ
ー
ネ
ー
ム
ヽ

「
ツ
ャ
イ
ブ
」

問
い
合
わ
せ
先
は

北
海
道
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
　
札
幌
市
中
央
区
南
１
１
条
西
１
１

丁
目
　
０
１
１
１
５
６
１
１
５
２
１
７

卜
奎…

…

‥
…
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…
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被災地に作品を送ろう !:

ヽ

●内容 :阪神大震災から間もなく4年 を迎えよう

としていますが、今 もなお仮設住宅で暮 らす

方々が数多 くお り、そこに住むお年寄 りなどに

絵画や作文などを送る活動を続けています。

震災1年後の一昨年からは札幌市内の小学校が

賛同して下さって全校生徒が作文等を送 り、

その後 もお じいちゃん、おばあちゃんと

手紙や りとりの交流をしたりしてお りますc

仮設住宅内にある集会所に展示等 してもるって

いるもので、神戸市長田区にある病院が定期的

に仮設住宅訪問時にお願いしているもので、

ご連絡頂ければ、お送 り先などをお知 らせ した

いと思います。送る作品は、被災されたお年寄

りを元気づけるものであれば何でも。

例えば、ビデオ・レターなどもいいと思ってい

ます。常時、ボ集しておりますが、児童の皆さ

んにはこれから冬休み中に作ってもらい、震災

のあった1月 17日 前にお送りしたいと思ってお

りますので、よろしくお願いいたします。

●連絡先:〒 070-0001旭川市新富1条3丁 目

国際ボランテイアサークル代表 斉木浩司

1′
T
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「

●
ま
え
は
、
「ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
」
っ
て

●
い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
け
ど
、

・
今
は
そ
ん
な
こ
と
ど
う
で
も
い
い
し
、

‐
ま
え
は
、
私
も
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
し
た
い
と
思
っ
て
た
け
れ
ど

．
今
は
そ
れ
ほ
ど
そ
う
は
思
い
ま
せ
ん
。

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
ス
タ
ッ
フ
が

持
ち
回
り
で
担
当
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ボ
ラ
ナ
ビ
体
験
を

こ
紹
介
し
ま
す
。

●

●

●

●

●

●

●

●

Ｄ●

＞

●

牲
一
・●

梢

・

木

●

青

・●●●●

● ●

嘲̈̈
癬
輩
″
　

夢̈

●
そ
ん
な
私
に
何
を
書
け
と
い
う
の
で
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　

．

●
私
最
近
遊
ん
で
ば
か
り
で
‥
‥
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

Ｄ
バ
イ
ト
も
し
て
な
い
く
せ
に
か
な
り
遊
ん
で
ま
す
。　
　
　
　
●

Ｈ
お
金
は
出
て
い
く
ば
か
り
で
入
っ
て
く
る
ア
テ
も
な
く
‥
‥
ピ

●
そ
れ
で
も
遊
ぶ
私
‥
‥
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

●
バ
イ
ト
し
よ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

●
勉
強
も
し
な
い
し
、
本
も
読
ま
な
い
し
、　
　
　
　
　
　
　
　
●

Ｄ
ど
ん
ど
ん
バ
カ
に
な
つ
て
い
く
ｏ
‥
。
も
う
す
ぐ
２
０
歳
。　
　
・

】
ボ
ラ
ナ
ビ
第
３
号
に
、
私
の
友
達
で
一人
層
ら
し
の
　
　
　
　
Ｄ

Ｏ
障
害
者
の
人
の
介
助
者
ボ
集
の
記
事
を
載
せ
ま
し
た
。　
　
　
ｄ

●
そ
れ
に
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
お
電
話
を
い
た
だ
き
、　
　
　
　
●

Ｄ
お
手
伝
い
し
て
下
さ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
●

Ｈ
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

”
余
談
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
間
、
そ
の
友
達
と
　
　
　
　
　
　
Ｄ‐

●
街
に
出
掛
け
て
、
車
イ
ス
で
回
転
ド
ア
か
ら
か
ら
入
ろ
う
と
し
Ｇ

●

ハ
マ
リ
、

・
抜
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を

‘
通
り
が
か
り
の
人
た
ち
に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

．

ち
よ
っ
と
考
え
れ
ば
分
か
り
そ
う
な
も
の
で
す
が
、

●
車
イ
ス
で
回
転
ド
ア
か
ら
入
ろ
う
と
す
る
の
は
ム
リ
で
す
。

●

ヽ 【

●●●

‘
■
Ｕ

‘
Ａ
Ｕ

0
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Tシヤツを販売してます1lillil!ill:|)

●内容 : ~モ ザ ンビークの学校を支援する会」
は、1995年 にモザンビーク (ァ フリカ)に 中学
校を開校 し、運営 しているNGOです。
当初■■名だった生徒 も今では200名 とな りまし
た=干F校舎の完成する来年(99年 )は 、もっと多
くの子贅たちが学校に通えるようになります。
同会では、モザ ンビーク人画家の絵 をプリント
したTシ ンツを販売 し、その収益金を学校の運
冨費 ,こ 充てていますc

半花Tン ヤツは1枚 ¥1,500、

長率lTン ヤツは 1オ文¥2,500

色は白、黒、紺、グレー、黄、
サイスは M、 L、 LLです。

(募金も受け付けています )

ひとりでも多 くの子供に教育の場を与えられる
よう、御協力お願いします。

●連絡先 :池崎 TEL:050-609-6122新 年から
は070-5609-6122

●募金振込先 :0160-5-12956

●口座名 :モ ザ ンビークの学校 を支援する会
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＞
司

学
生
時
代
、
美
瑛
町
に
あ
る
国
立
大
雪

青
年
の
家
で
主
に
青
年
の
家
の
主
催
事

業
の
補
助
と
し
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
今
年
、
青
年
の
家
ボ
ラ
ン
テ
イ

ァ
サ
ー
ク
ル
も
自
主
運
営
を
す
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
〈フ
ま
で
は

ほ
と
ん
ど
青
年
の
家
だ
け
で
活
動
し
て

き
た
の
を
今
度
か
ら
は
別
の
場
所
で
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
こ
う
と
い
う

話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

と
言
っ
て
も
様
々
な
活
動
が
あ
る
の
は

知
っ
て
い
ま
す
が
何
し
ろ
今
年
か
ら

自
主
運
営
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
実
際

に
活
動
と
な
る
と
ど
こ
か
ら
始
め
た
ら

よ
い
の
か
と
悩
ん
で
い
る
の
が
現
状
で

す
。
今
後
の

「ボ
ラ
ナ
ビ
」
の
こ
活
躍

に
期
待
致
し
ま
す
。

（上
川
町
女
性
の
方
か
ら
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
）

亀
，

ｃ
２
＞
く
Ｔ
〔
て
ヽ
「

、

＞
ミ

こ

は
じ
め
ま
し
て
　
自
石
区

の
会
社
員

（
女

性
）
で
す
。
同
僚
か
ら
聞
き

「ボ
ラ
ナ
ビ
２

号
」
を
拝
見
し
ま
し
た
。

私
は
小
さ
い
時
、
父
母
を
亡
く
し
、
姉
妹
に
育

て
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
大
き
く
な
っ
た
ら
自
分

で
生
き
て
行
く
為
に
手
に
職
を
つ
け
る
こ
と
だ

け
を
考
え
て
来
ま
し
た
。
結
婚
、
出
産
、
離
婚

を
経
験
し
、
現
在
会
社
員
と
し
て
、
犬
猫
と
暮

ら
し
て
お
り
ま
す
（子
供
は
東
京
で
暮
ら
し
て
お

り
ま
す
　
２
０
才
）
。
昔
は
お
金
を
頂
き
、
洋
、

和
裁
や
お
直
し
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
〈フ
は

子
供
の
物
だ
け
仕
立
て
て
お
り
ま
す
。
こ
の
手

紙
を
書
い
た
の
は
、
そ
の
洋
、
和
裁
を
生
か

し
、
な
に
か
人
の
役
に
た
て
た
ら
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

私
の
希
望
で
は
、
子
供
（養
護
施
設
）
の
お
直

し
、
老
人
（施
設
）
の
お
直
し
な
ど
を
お
願
い
出

来
な
い
も
の
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

但
し
、
有
料
の
施
設
の
人
は
自
分
の
お
金
で
お

直
し
出
来
ま
す
の
で
、
そ
れ
は
お
こ
と
わ
り
し

ま
す
ｃ

私
の
仕
事
は
（新
聞
販
売
業
）な
の
で
朝
は
早
い

の
で
、
日
付
指
定
の
は
少
し
き
つ
い
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

自
石
区
栄
通
２
０
丁
目
５
１
３
０
　
磯
員

丁

Ｅ

Ｌ

　

８

５

１

１

０

２

６

２

追
伸
　
車
を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
足
は
大

丈
夫
で
す
。
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音の鳴るおもちゃを集めています♪♪
に

●内容 :障害を持つ子 どもたちは音が鳴るおも

ちゃが大好 きです。ご家庭でねむっているお も

ちゃはありませんか
'情

報をお待ちしています。

注 :場所によつては、取 りに伺えない場合 もあ

ります。

●連絡先 :社団法人札幌肢体不 自由児者

父母の会

〒060-0008札 幌市中央区北8条西23丁 目

イベール823

TEI_´ 011-622-8664・ 622-5006

ボランテイア担当・白鳥

1

・`
砕 ・．　
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．
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ヽ
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「 ヽ

_ヽ

ヽ

ひ
さ
び
さ
に
ポ
ラ
ナ
ビ
に
顔
を
出
し
て
見
る
と
森
田

（ボ
ラ
ナ
ビ
倶
楽
部
代
表
）
は
浮
か
な
い
顔
を
し
て
い
た
。

聞
い
て
み
る
と
経
営
状
態
は
人
の
車
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

も
え
ろ
―
！
―
（ウ
ソ
、だ
れ
か
援
助
し
て
。
い
や
、
お
金
を

く
だ
さ
い
。
い
や
、金
よ
こ
せ
！
！
！
）
で
も
ま
だ
大
文
夫
、

車
か
ら
自
転
車
に
乗
り
換
え
て
自
転
車
そ
―
ぎ
よ
―
と
言

う
手
も
残
っ
て
い
る
。

な
―
ん
て
。

そ
ん
な
私
も
つ
い
て
い
な
い

そ
ん
な
こ
ん
な
で
編
集
を
つ
き
あ
う
こ
と
に
な
り
、
い
や
、

一人
で
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

事
務
所
に
来
る
途
中
創
成
川
の
通
り
で
車
が
故
障
。
夕
方

五
時
頃
の
帰
宅
ラ
ッ
シ
ュ
と
重
な
り
鬼
の
よ
う
な
渋
滞
を

招
き
、
そ
う
原
因
は
こ
の
私
。
（何
キ
ロ
渋
滞
し
た
ん
だ
ろ

う
？
）

家
に
帰
る
と
２
台
の
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
が
両
方
と
も
壊
れ
、
テ

レ
ビ
も
壊
れ
て
い
た
。

長
年
育
て
て
い
た
ド
ラ
セ
ナ
（観
葉
植
物
）
（ド
ラ
チ
ャ
ン
）

も
最
近
の
寒
き
の
せ
い
で
瀕
死
の
状
態
で
あ
る
。

こ
ん
な
こ
と
っ
て
あ
る
の
？

そ
し
て
徹
夜
の
毎
日
で
自
分
も
壊
れ
る
。

あ
―
映
画
に
い
き
た
い
。
温
泉
に
い
き
た
い
。
映
画
、ブ

ラ
ピ
の
「ジ
ョ
ー
プ
ラ
ツ
ク
に
よ
ろ
し
く
」
の
チ
ケ
ツ
ト
常
時

ポ
集
。
温
泉
宿
泊
券
　
常
時
ボ
集
。
来
年
は
い
い
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
。
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
る
。

追
記
、
締
め
切
り
日
前
日
、
脱
稿
し
た
の
も
束
の
間
Ｂ
５

版
の
誌
面
を
誤
っ
て
Ａ
４
版
で
作
成
。
貫
徹
Ａ
Ｍ
６
１
０
０

爆
死
。
幡
本
印
刷
様
御
免
な
さ
い
。

（畑
　
　
憲
　
一）ヽ

ヽ
ヽ
ヾ
ヽ
，

　

ヽ
ｓ

、
　
　
　
´
´
■
ヽ
へ

．し
，
βヽ
′

，
ｒ
ヽ
め
、
”

１
警

こ
１
１
ヽ
‐
―

ボ
ラ
ナ
ビ
で
は
表
紙
の
絵
を
ボ
集
し
て
い

ま
す
。

「
こ
れ
は
！
」
と
い
う
絵
を
ボ
ラ
ナ

ビ
倶
楽
部

へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て
下
さ
い

（郵
送

可
）
。
採
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
方
に
は
改
め

て
こ
連
絡
さ
し
あ
げ
ま
す
。

"ト

`3

じ,k´大体

ちょっとした手助 けを必 要として

いる人がいる。

ボランテイアって思っていたより、も

っと身近なものなんですねご

みんなの心 の中にあるボランテイ

アの卵 を孵化 させる

すてきなきっかけ、ボラナビ。これか

らもがんばってくださいね。応援 し

ています υ

(札 幌 市  た ま こ や き )

ヽ
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に

表
紙
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

(イラスト  ノヽ夕)
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ボラナビの主な配付先

ボラナビは毎月25日に発行し、各所で無料配布しています
(問い合わせの多い大通り、札幌駅近辺のいくつかには住所も書いています )。

。札幌市内と近郊の大学・専門学校
大谷短期大学、 本L幌医科大学 (本屋)、 北海道女子大学、 本L幌学院大学、
札幌国際大学、 天使女子短期大学、 藤女子大学、 北海道文教短期大学、
北星学園大学、 北海学園大学、 北海道医療大学、 札幌福祉専門学校
北海道芸術デザイン専門学校、 北海道医薬専門学校、 北海道大学

・スーパー

北雄ラッキー、 スーパーJOY、  本L幌東急ストア、 ラルズストア・フレッティ、

ホクレンシ∃ップ・ホクレンディスカウントショップ、 コープさっぽろ、

以上のスーパーの市内全店、
札幌フードセンター (平岸、元町、澄川、北、新道、篠路、豊平、琴似、菊水、森林公園、
カスタムー東苗穂、月寒中央)・ マックスバリユー厚別

・書店

本の岩本 市内全店、 紀伊国屋書店 市内全店と小樽店、 くすみ書房
ダイヤ書房 (北25東 8、 発寒 14条3丁目、川沿 1条 ]丁目)

ピヴォブックセンター (南2西4ピヴォ6階 )、 Coach&Four(コ ーチヤンフォー)
。レンタルビデオ店

TOWA・ フォレステージ 市内全店 、 TS∪丁AYA(北 14東 6、 北3西28)
。CD店

∨IRGIN MEGA STORE(南 ]西3ラ・ガレリア地下1階 )

。映画館

松竹、 SY遊楽、 札幌劇場、 シアターキノ、 東宝公楽、 東映劇場
。銀行

札幌信用金庫 市内全店、

北海道銀行 市内全店と江別・北広島・石狩・恵庭の店舗
・美容室

LABO(南 2西 3、 南 1西 5)、 ヘアーズトーク (南7西 24)、

Care fOr make up with hal「 (南2西 1)、

SWITCH HAIR(南 1西 5)、 美容室サラ・ストラ (南 ]西7)、 ウ・クラ スウィッチ
・病院

手稲渓仁会病院、 北海道循環器病院、 市立札幌病院
・飲食店

魚や一丁 (南 1西 6)、  VEtt JAY(南 1西 5)、  天銀 (南フ西3)、 シフォン八ウス、
多国籍料理パザール、 キッチン青い橋、 ガネーシャ
可否茶館 市内7店舗、 喫茶箱船とケーキエ房じゅ一ん (北 7西6)、

串や (南3西 1)、 エムズベーグル (北 1西2)、  レストランキャビン、喫茶グリーン八ウス
。その他      

´

北海道環境サポートセンター (北7西 5)、 朝日カルチャーセンター (北2西 1)、

アクティブ、 これからや、 雑貨屋ぐるぐる、 □―ズ・ド・サ八ラ、
札幌国際プラザ (北 1西3)、 北海道電力 (株)市内全営業窓□、桑園自動車学校、
琴似日食コンカリーニ∃、道新文化センター (大通り西3)、

ライラックパセオ、ダンススタジオマインド、オフィスミュウ、JTインフォプラザ (南2西3)
・市内公的施設70ヵ所 (区役所、図書館、地区センターなどに配布をお願いしています)
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"ビ協賛してくださった方々(順不同)

・北洋銀行 様

・菅原 光一 様
。手作りのもち舎かたやま 様

・株式会社ワークボックス 様

・株式会社ラルズ 様

・城宝 和茂 様

・ほくでんぼるねっと様

(北海道電力内ボランティアサークル )

。日本ポラロイド株式会社 様

・株式会社 土屋ホーム 様

・演劇鑑賞協会 北座 様

・株式会社 クリアデンタル 様

・株式会社あるた出版 様
。中道リース株式会社 様

○今月号の「ボラナビ」は「ミューチュアル

バートナーの赤い羽根募金」の支援を受けていますc rl共同募金

・渡辺 克生 様

・株式会社パブリックセンター 様
。住友石炭鉱業 (JOYスーパー)様
。真屋 幹雄 様
。中村 晃 様

・神生 総一 様

・株式会社つうけん 様

・サポガイ企画担当スタッフー同 様
・株式会社リクルート北海道じゃらん 様
・株式会社ホクレン商事 様

・北海道障害者雇用拡大連絡協議会 様
。北雄ラッキー株式会社 様
・赤帽北海道事業本部 様
・幡本印刷 株式会社 様

協賛協力のお願い

ボラナビの発刊は企業・グループや個人からの協賛金でまかなつてしヽます。特定企業に
頼らないよう、一社 (一個人)からはひと月分 1万円までとし、1万円協賛しヽただいた社 (方 )

の名前は誌面で紹介させていただいてます。継続的な御協賛をお願いします (数号分まと
めての振込みも可能です。政治や宗教団体などは、お断りさせていただく場合があります)。

■郵便局口座番号:02700-卜 5671

■北洋銀行日座名 (普 ):札幌駅北□支店 123-0118625
(こ連絡先をボラナビにお伝え下さい)

■北海道銀行日座番号(普 ):札幌駅北□支店152-0816050
(こ連絡先をボラナビにお伝え下さい)

■加入者名:ボラナビ倶楽部

情報提供のお願い

ボラナビでは、ボランティア募集やイベント情報をお待ちしています。簡単な主旨と内容、
日時、場所と交通、連絡先、その他を明記し、郵送またはFAXでお送りください。掲載料は
無料です。読者の声欄への投稿もお待ちしてます。(発行日ひと月前までにお願いします)。

^        _`h

ボ汁 ビ

月刊 ボラナビ

■発行:ボラナビ倶楽部
〒001-00]]本し幌市北区北 11条西4丁目 1-29

北海道NPOサ ポートセンター内 く南向き〉

FAX専 用101]-716‐ 2899(電話はかかりません )

■発行日:1998年 12月 25日

■定価 :無料

■代表 :森田麻美子

■印刷所:幡本印刷株式会社
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